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序

当埋蔵文化財調査センタ ー は、 本年度で開館5周年をむかえることができました。 当センタ

ーの主な活動である埋蔵文化財の発掘調査、 資科の収集· 保存、 展示公開事業などの事業につ

きましては、 多くの方 や々関係機関のご指導· ご協力により所期の成果をあげることができま

した。 改めて厚く感謝申し上げます。

さて、 今回発刊することになりました年報5は、 当センターが平成2 年度に実施しました発

掘調査及び展示公開事業の概要を掲載したものです。 まず、 遺跡の発掘調査においては、 ここ

数年増加傾向が続いている宅地造成や道路建設などの公共事業に伴って7件の調査を実施しました

が、 限られた職員数で対応するために中には厳寒の真冬に調査を実施せざるをえない状況もあ

りました。 しかしながら、 各調査においてはそれぞれみるべき成果をあげることができました。

中でも山王遺跡第9次調査では、 四面廂付建物跡を中心とした遺構群や 「右大臣殿 餞馬収文」

と墨書された木簡の発見から全国的にみても初めての 「国守の館」跡を発見することができま

した。 また、 この 「国守の館」跡を国指定史跡として保存しようと宮城県教育委員会とともに

本市では国へ働きかけを行っているところです。

次に資料の展示公開では、 第 4回企画展「多賀城碑ー今まさによみがえる」と速報展 「発掘

された遺跡展一平成元年度の成果報告ー」を開催することができました。 企画展は「多賀城碑」

をテーマにこれまで偽物として忘れられた碑が、 多賀城跡の発掘調査を契機に真物であると立

証され、 そのきっかけとなった考古学の成果を中心として展示してみました。 また、 速報展は、

前年度に発掘調査を行った遺跡の紹介と出土遺物の展示を通して、 埋蔵文化財に対する市民へ

の理解を深めてもらう目的で毎年行っています。

最後になりましたが、 職員一同今後とも事業内容の一層の充実に努めていく所存でありますの

で、 皆様方の一層のご指導、 ご協力を賜りますようお願い申し上げますc

平 成4 年 3月

多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長 斎 藤 一 司



例 言

1. 本書は、 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー が平成2年度に行った埋蔵文化財の調査報告と

各種事業について、 概略的にまとめたものである 。

2. 各種事業報告は担当者が執筆し 、 また調査報告については下記の資料をもとに 、 各調査担

当者の指導をうけて、 年報担当者が加箪、 編集した 。

山王遺跡第9次調査………•••••• 平成2年度宮城県内発掘調査成果発表会資料

山王遺跡第10次調査………•

山王遺跡第11次調査・・・・・・・・・・・・・.. 平成2年度国庫補助事業実績報告書添付資料
西沢遺跡第 1次調査…--·……… 
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ー調 査 報 告

平成2年度に実施した発掘調査の概略は、 次のとおりである 。

地図 迫跡名 所 在 地 調 査 期 間 調査面積 原 因 担当職員番号

① 山王遺跡（第9次） 多賀城市山王字千刈日S-7 平成2年4月168-8月238 740面 マンショ ‘ノ建設 石川・相沢
10月298-11月88

② 山王遺跡（第10次） q 南宮字／＼籍地内 平成2年4月168-12月198 4,000 rrl 仙塩道路建設 千葉・石本

③ 山王遺跡（第11次） ，， 山王字中山王13-1他 平成3年1月28日- 3 月 6 8 況0 rri 個人住宅建設 滝口•石/II

相沢

④ 西沢遺跡（第］次） ，' 市川字伊保石・浮岱字西況 平成2年10月228- l ,'l:18 nf 宅地造成 滝口•相沢
地内 平成3年1月168

⑤ 西沢遺跡（試掘） ，， 浮品字西沢71他 平成2年6 月11日-6 月258 258 rrf � 滝口

⑥ 韻翡跡{�) ,, 篇崎二T目144 平成2年9月10日-10月48 65 rr/ マンション建設 滝口

⑦ 山王遺格( � ) ，' 山王字山王四区7-5 平成2 月10月15日-10月30日 210而 土地売買 滝口

調査区位置図



1. 山王遺跡第9次調査

(1)所在地 多賀城市山王字千刈田5番7

(2) 調査期間 平成2年4月16日-8月23日

平成2年10月29日-11月 8日（補足調査）

(3) 調査面積 740m' 

(4)位置と環境

山王遠跡は、 旧七北田川と砂押川によって形成された自然提防上に位醤しており 、 古瑣時代

から近世にかけての大規模な集落跡である。 本遺跡はこれまでの調査の結果、 古墳時代の竪穴

住居跡・溝跡・土拡、 古代の道路跡・掘立柱建物跡・竪穴住居跡• 井戸跡等が発見されている。

特に第4 ·8次調査において幅12mの東西方向に走る 道路跡が発見され、 この道路近くの土琺

から、 宗教行事に使われた多凪の土器とともに 、 「観音寺」と墨密きされた土器が出土してい

る。 また、 出土遠物には、 灰釉陶器・緑釉陶器• 吉磁・白磁や硯・瓦• 斎串等が出土しており

これらのことからも本遺跡は古代多賀城と密接な関連があった地域であることが明らかになっ

てきている。

(5) 発見された遺構と遠物

＜遺構＞

掘立柱建物跡19棟、 井戸跡 2碁、 土器埋納遺構1基、 溝跡28粂 、 土砿40基 他

＜遺物＞

土師器 、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 緑釉陶器 、 褐釉陶器 、 青磁、 白磁、 瓦、 円面硯

土製カマド 、 土錘、 木製品（木簡・斎串• 下駄・椀• 立体人形・錘• 曲物容器・櫛・杭）、 鉄
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鉄製品（刀子・鏃） 他

(6) 調査概要

今回の調査で発見された遺構の年代は 、 9世紀から10世紀中頃のものである。

この中で最も注目されるのは、 10世紀前半の時期の四面廂付建物跡を中心とする建物跡と井

戸跡等の遺構群である。
一般に四面廂付建物跡は建物としては格の高いもので、 官術などでは

中心的な建物であり 、 多賀城内では政庁正殿跡と六月坂地区の2棟のみである。 城外でも館前

遺跡で検出されているのみである。 したがって、 この地区で四面廂付建物跡が発見されたこと

は 、 この場所が重要な施設

杏かれた木簡が出土してお

りこの木簡の内容から遺構

の性格を捉えることができ

る。

以上のことから 、 四面廂

付建物跡を中心とする建物

跡や井戸跡等の遠構は 、 国

守の館を構成するものと考

えられるが、 さらに木簡の

解釈によって一層「国守の

館」である可能性がきわめ

て高くなった。

井戸枠出土状況
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2. 山王遺跡第10次調査

(1) 所 在 地 多賀城市南宮字八幡地内

(2) 調査期間 平成2年4月16日-12月19日

(3) 調査面積 4, 000rr1會

調査区位置図

(4) 位醤と環境

本遺跡は 、 多賀城市山王• 南宮両 地区を中心とする東西約2km 、 南北約1kmの 広範囲にわた

る大規模な遺跡である 。 これまでの 調査において 、 特に奈良• 平安時代では 、 国府多賀城と強

い関連性を 短わせる遺構・遺物が発見され 、 多賀城を取り巻く国府域の ようすが明らかになり

つつある 。

今年度の 調査は 、 前年度に引き続き建設省東北地方建設局仙台工事事務所 が担当する「三陸

縦貫自動車道」の うちの 仙塩道路建設に伴う調査で 、 本市教育委員会はインターチェンジ予定

地にかかる4,00 0m'を対象として、 東北地方建設局と委託契約を締結し実施した 。

(5) 発見された遺構と遺物

＜遺構＞

道路跡1粂 掘立 柱建物跡26-t東 、 柱列跡3粂、 竪穴住居跡6軒、 井戸跡14基、 土城14基、

溝跡20条 他

＜遺物＞

土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 無釉陶器、 白磁、 瓦、 円面硯、 風字
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硯 、 木製品（漆器・盤• 櫛・曲物容器・下駄．錘．鋤· 捏鉢•田下駄・丸木弓• 斎串） 、

漆紙文書、 木簡、 石帯、 銹帯、 古銭 、 小刀 、 絆、 石製模造品 他

(6) 調査概要

今回の調査で検出された遺構の年代は、 古墳時代・古代・中世・近世に大きく区分できる。

特に古代の遠構としては、 多賀城の外郭南辺とほぼ方向が一致する道路跡や掘立柱建物跡、

竪穴住居跡、 井戸跡、 溝跡が検出され、 多賀城周辺の都市計画（地割） が明らかになるととも

に、 地割の中での土 地の使い分けなどの具体的な様子が明らかになってきた。 これら古代の遺

構は、 (I)道路建設以前 、 ([l)道路機能時、 (OD道路廃絶後の3つの段階に分けることができる。 さ

らに I 段階は遺構の主軸方�� -

向から2時期に分けること

ができ、 また、 Il 段階でも

道路のあり方から2時期に

分けることができる。 年代

は、 I 段階がおおむね奈良

時代に位置づけられ、 Il 段

階は、 新しい道路跡の側溝

埋土より10世紀前半に降下

したとされる灰白色火山灰

が認められることより 、 9

世紀頃から10世紀前半の年

代が考えられる。

中世では、 新旧2つの屋

敷跡を発見しており 、 ほぼ

同規模で、 いずれも溝によ

って周囲を方形に区画して

いる。 新しい屋敷跡は、 当

初一辺44mの正方形の屋敷

が、 順次東西に屋敷地を拡

大していったことを確認し

た。 年代は出土遺物から16

世紀頃と考えられる。

--
調査風景
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3 . 山王遺跡第,.1次調査

(1)所在地 多賀城市山王字中山王13番1 、 23番1

(2)調査期間 平成3年1月28日-3月6日

(3) 調査面積 240m' 

調査区位置図

(4) 位置と環境

本遺跡は、 これまでの調査で古墳時代から近世までの遺構・退物が多数発見されている 。 特

に奈良•平安時代に属する ものとしては、 掘立柱建物跡、 竪穴住居跡• 井戸跡・道路跡が発見

されている 。 遺物には、 土師器・ 須恵器の他に 施釉陶器・墨書土器・ 瓦・硯• 石帯などが出土

している 。 これらのことから陸奥国府「多賀城」 との関連性が強い地域とし て認識される よう

になってきた。 また、 平成2年度に調査を実施した山王遺跡第9次調査において、 四面廂付建

物跡や多最の施釉陶器とともに「右大臣殿 餞馬収文」 と書かれた木簡が発見されたことによ

って、 この地域が国守の館跡かと推定された。

今回の調査は、 山王遺跡第9次調査で発見された国守の館跡の範囲を確認する ために 実施し

たものである 。

(5)発見された遺構と 遺物

＜遺構＞

掘立柱建物跡5棟、 溝跡14条、 土拡2基 他

＜遠物＞
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土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 中・近世の陶器、 瓦、 木製品、 砥石 他

(6) 調査概要

今回の調査で検出された遺構の年代は 、 出土した遺物からみておおむね平安時代に属すると

考えられる 。

建物跡は 、 東西3間以上、 南北1間 以上のものが1棟 、 東西2 間 以上 、 南北3間 以上のもの

が1棟 、 東西2間 、 南北1間以上のものが3棟検出されたが 、 全体の規模が判明できるも

のはなかったが、 これ

らの建物跡のうち 、 北

側の調査区で検出した ヽ

東西2間 、 南北1間 以

上の建物跡は 、 2時期

の変遷を確認しており 、

この建物の柱穴は 、 一 阿なて一 /l!F"', 

辺約70 -90 cmの方形を

呈し 、 柱痕跡の径は15

cmを計る 。 他の遺構の

中には 、 10世紀前半に

降下したと考えられて

いる 灰白色火山 灰を含

む土砿や小柱穴を検出

している 。

なお 、 今回の調査区

は 、 幅約12mを計る古

代の東西道路から 南側

約200mの 地点に当た

り 、 遺構の年代や出土

した遺物からみて 、 山

王遺跡第9次調査区と

同様国府多賀城と強い

関連性が短われる 。

第1I調査区西半部（東より）
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4. 西沢遺跡第 1次調査

( 1)所 在地 多賀城市市川字伊保石19番 、 23番 、 28番1 、 29番1 、31番1 、32番

ク 浮島字西沢91番

(2)調査期間 平成2 年10月22日～平成3 年 1 月 16日

(3) 調査面積 1,278対

調査区配置図

(4) 位地と環境

西沢遺跡は 、 特別史跡多賀城跡の東 側に隣接し 、 多賀城市市川字伊保石と浮島字西沢の両地

区を 中心とし 、 東西約5 00 m 、 南北約800mの 広範囲にわたる大規模な遺跡である 。 本遺跡は

松島丘陵より派生してきた標高約5 0mの低丘陵の南 側緩斜面に立地して いる。 本遠跡は 、 これ

までに 本格的な調査は実施されて いないが 、 土師器・須恵器・瓦等が散布している ことや国府

多賀城に隣接していることから古代の集落跡の存在が考えられていた 。

周辺の遺跡についてみると 、 本遺跡の西側には国府多賀城が所在し 、 この南面地域の沖積地

には 、 市川橋遺跡があり 、 山王• 新田 • 高崎遺跡とともに古代の多賀城を取り巻く大規模な集

落遺跡を構成して いる。

( 5)発見された遠構と遺物

＜遺構＞

掘立柱建物跡1棟 、 竪穴住居跡7棟 、 溝跡14条 、 土拡5 基、 遺物包含層 他
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＜迫物＞

縄文土器 、 土師器、 須恵器 、 赤焼き土器 、 灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 中世の陶器 、 青磁 、 白磁

かわらけ、 瓦、 鉄製品 他

(6) 調査概要

今回の調査で検出された建物跡 、 竪穴住居跡の年代は、 出土した遺物からみておおむね平安

時代と考えられる。

建物跡は、 2 間 xz 間の総柱の建物で2 時期の変遷を確認しており、 柱穴は径約60cmの不製

円形を呈している。 また、 住居跡は、 7棟検出したが、 いずれも残存状況が悪く全体の規

模を知り得るものはな

ぃ 。 第2調査区の南東

部で検出した住居跡に

は、 北壁と西壁に煙道

が取り付き、 西壁のカ

マドの袖に擬灰岩が捉

えられている。 第3調

査区において検出され

た遺物包含府からは、

古代から中世に至る追

物が出土しており、 お

そらく本遺跡内には中

世に属する追構の存在

が窺われる。

本調査区で検出され

た遺構の年代 や出土し

た灰・緑釉陶器などが

出土しており、 さらに

は多賀城跡に隣接する

ことから、 本遺跡は陸

奥国府多賀城と強い関

連性が窮われる。

第4調査区全景 （北東より）

，
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5 . 西沢遺跡試掘調査

(1) 所 在 地 多賀城市浮島字西沢7 1番 、 74番 、 7 6番

(2) 調査期 間 平成2 年 6 月 1 1日- 6 月2 5 日

(3) 調査面 積 25 8rrf 

(4 ) 位 置と環境

西沢遺跡は、 陸奥国

府多賀城の東側に隣接

し 、 松島丘陵から 派生

した 丘陵 上に立地するc

遺跡 内には土 師器・須

恵器 ・ 瓦等が多 く 散布

し ているが、 これまで

本格的な 調査は実施さ 調査区位置図

れていな い 。 今回の調査は 、 鎌田建設株式会 社より 宅地造成計 画が提示された ことにより 、 試

掘 調査 を 実施したものである 。

(5) 調査概要

今回の 調査で検出された遠構は 、 掘 立柱建物跡 、 溝跡 、 土 坑等の 他に 整地層もし くは遠物包

含層がある。 この うち建物跡の 中に は 、 柱穴 が一辺約7 0cm を計り 、 方形を呈するものが2棟検

出された 。 出土遺物は土師器 、 須恵器、 赤焼き 土器な どの 土器類の 他に 瓦 ・ 鉄滓が出土した 。

本 調査で検出された

造構 は、 出土した遺物

から みておおむね古代

に 属するものと考えら

れる。 また 、 大 きな 掘

り 方を持つ建物跡が検

国府多賀城と 何らかの

関連性があると 想起さ ； 

れる。

- -

柱穴検出状況



6 - 高崎遺跡試掘調査

( 1 ) 所 在 地 多賀城市 高崎二丁目1 44番

( 2) 調査 期間 平成2年9 月10 日- 10 月4 日

(3) 調査面積 27 面

(4) 位置と環境

高崎遺跡は 、 多賀城

市 高崎 ・ 留ケ谷地区の

両 地区 を 中心 とし 所在

する大規模な 遺跡 であ

り 、 特 別史跡 多賀城 廃

寺を取り巻くように低

本 遺跡は 、 奈良 • 平 安

時 代 から 中世に か け ての 複合遺跡 であり 、 これま でに実施 してき た調査 では 、 平安時 代の 掘立

柱 建物跡 、 竪穴住居跡 、 井戸跡な どが検出され た ほ かに 3 箇所 で甕棺の 出土 例がある 。 今回の

調査は地権者より共同住宅建設の 協議が提起され 、 当センタ ー で現地を確認したと こ ろ多数の

遺物の散布がみ ら れ た こ とか ら 試掘 調査を実施した もの であ る 。

(5 ) 調査概要

今回の 調査 で検出 し た遺構は 、 溝跡 や多数の 小柱穴 がある 。 溝跡は 、 黒褐色土と暗褐色土を

基調と し た埋土 で、 深

さ 約70 cmを計る 。 ま た

古代の 遺物を多 く 含む

層を検出 しており、 遠

物包含層かも し くは 整

地事業の 可能性 が考え

られる 。 溝跡の年 代に

ついては 、 出土した 遺

物か らみておおむね中

世に属する ものと考え

られる 。

11 
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7 .  山王遺跡試掘調査

( 1 ) 所 在 地 多賀城市山王字 山王四区7 番 5

( 2) 調査期 間 平成2 年10 月1 5 日 -1 0月 30日

( 3) 調査面積 210 m' 

( 4) 位置 と環境

山王遠跡は 、 旧七北

田川と砂押川に よって

形成され た 自 然提防上

に立 地 し 、 古墳時代か

ら 近世にかけての複合

遺跡である 。 これ まで

の 発掘調査では 、 古墳

時代の 竪 穴住居跡 、 溝

跡 、 土拡、 木組遺構が発見され 、 古代では 、 掘立柱建物跡 、 竪 穴住居跡 、 井戸跡の 他に 両脇に

側 溝を伴っ た道路跡な どが発見されて いる 。 今回の 調査 地は 、 J R 東北本線陸前 山王駅か ら 約

2 50m南 方 に 位地 する 。

( 5 )  調査概要

今回の 調査で 検出された遺構は 、 溝跡 、 土 砿、 整地遺構の 他に多数の 柱 穴がある 。 整地遺構

に つい ては 、 大 き く 2 時期 の 整地事業を確認した 。 出土 し た遺物は 、 土師器、 須恵器、 赤焼き

土器 、 灰釉陶器 、 緑釉 _ 

陶器な どの土器類の 他

に 瓦等がある 。

検出した遺構の年 代

は 、 出土遺物か らみて

平安時代に 位誼づけ ら

れる 。 ま た 、 出土 し た

多凪の土器の 中 には 、 緑

釉 ． 灰釉陶器が出土 し

ている ことか ら国府多

賀城との関連性が短わ

れる 。

第 3 ト レ ンチ北半部（南より）



ー事 業 報 告

1 . 展 示

(1) 今年度の展示について

今年度の展示は「速報• 発掘された遠跡展一 平成元年度の成果報告ー」 （以下速報展と称す）

と、 第4 回企画展 「多賀城碑ー今ま さ によみがえ る」 を開催した。

速報展は昨年度から始めたもので、 前年度発掘を行った遺跡の紹介、 出土 遺物の展示を通し

て、 身 近 な埋蔵文化財に対する認識と 理解を深めてもら う 目 的で行っている。 企画展に準ずる

ものとして、 今後定箔させていきたいと考えている。

企画展は 「多賀城碑」 を テ ーマとした 。 碑 そのものを正面から扱った展示はこれまでなかっ

たのではないだろ う か。 今回碑を取り上げたのは 、 碑をめ ぐ る研究史 、 論文な どが集大成され、

碑の真偽論争に最終的な決箸をみたと の前提に立ってのことである。 碑の歴史資料としての価

値、 碑にかかわる さ ま ざまな事象をどれだけ視覚に訴える形で展示できるかが大きなポイ ン ト

であった。 結果は概ね好評をもってむかえられたのではないかと思 う 。

(2) 「速報 • 発掘された遺跡ー平成元年度の成果報告ー」

期間 ： 平成2年6月 12日 -7月 15日

① 展示の趣旨

市内では毎年、 宅地造成等 のため数 個所で発掘調査が行 われており 、 ここ数年は仙塩バイ パ

ス関連 の大規模な調査が続いている。 このよう に開発に伴 う 事前調査により、 これまで不明で

あった多賀城市の歴史の細部が次第に明らかにさ れるわけであるが、 その一方で遺跡 1よ姿を消

してしま う のである。 そこで、 前年度に発掘された遺跡の中の主なものを選び、 出土 遺物を網

羅した資料展 的な展示を行い、 遠跡 の重要性を理解してもら う 一助になればとの考えから、 こ

のよ う な企画をしている。 速報展では発掘を行った地区毎に紹介し、 個 の々特徴を際立たせる

ことによって、 概括的な市内の歴史 と はまた違った面を見ていただ けるのではないかと思 う 。

② 展示の内容

平成元年度は試掘を含めて7 個所で発掘調査を実施した。 その う ち 、 市川橋遺跡 第 7 ·8 ·

9次調査、 山王遺跡第8次調査、 新田遺跡第11次調査分を紹介した。

各調査区ごとに概要、 写真パ ネ ル 、 遺物で構成した。

③ おわりに

市内の遺跡は、 大抵いくつかの時代にまたがっているいわゆる複合遺跡と呼ばれるもので、

遺物の展示は各時代別に行っている。 しかし、 場合によっては時代を超えて同一性格をもつ物

で構成する部分を設けるなど 、 その年度の遺物内容 によって、 変化をもたせていくことも考え

13 
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なければならない。 ま た、 昨年度の反省にたってで き る だ け遺物は復元するよう に努めた。

ふ"弓t

戸

「速報 • 発掘 さ れた遺跡展」 展示風景

(3 ) 第4回企画展 「 多賀城一 今まさによみがえる ー」

期間 ： 平成2 年10月 2 日-12月24日

① 展示の 目 的

現在、 多賀城の南門跡に立つ多賀城碑は、 「つぼのいしぶみ」 とい う 名でも知 られている 。

この碑には多賀城の創建年代、 改修年代が記され、 碑が建立されたのは改修の年、 天平宝字6

年である 。 このよう に 、 実年代を二つも含むな ど極めて魅 力 的 な 内容 をもつにもかかわらず、

強硬 な偽物説があ り 、 碑はこれまで歴史資料として扱われ な か っ た。

碑は江戸時代の初め頃発見され、 す ぐ に歌枕 「つぼのいしぶみ」 の名で呼ばれた。 そして多

く の人 々 の関心を集めたが、 やがて碑は「つぼのいしぶみ」ではない、 しかもこれは天平宝字

6年ー 奈良時代に作られたものでもない、 と否定され、 偽物として忘れら れた存在になってし

まった。 ところが多賀城跡の発掘調査が始ま り、 調査成果と碑の記載内容 が一 致することがき

っかけとなって 、 碑は見直され再び脚光を あびるよう に な っ た。 現在偽物説は裂されたといっ

てよいo まさに ド ラ マチ ッ ク な 復権である 。 奈良時代の文字資料がほとんどない東北にとって 、

ま た 全国 レ ベルで見ても多賀城碑は第一級の資料となる ことは間違いない。

真物には無尽蔵の情報が込められているが、 そのよう な碑のもつ測り知れない価値をさ ぐっ

て みたいと考えた。

② 展示の内容

碑が発見 さ れ、 「つぼのいしぶみ」 としてもてはやされた江戸時代。 一転して偽物扱いされ



て し ま った明治 ・ 大正時代。 そして人々の記憶から消えてし ま っ ていた碑が、 昭和40年代に入

づて再び注目を浴びるよ う になり 、 今 日 よ う や く 偽物説が払拭されるに至る。 このよ う に碑を

と り ま く 環境は大き く 揺れ動いた。 こ う した動 き の中から碑にかか わ っ た人 々 の紹介、 拓本の

普及 、 歌枕 「つぼのいしぶみ」 とは何か、 そ して碑の真価を再認識させた考古学の成果 、 こ う

いった項目を設けてコ ー ナ ーを設定 し た。

＜導入＞

碑が建立されてから今日に至る ま での碑をめ ぐる様々 な事象を概観してもら う ために、 年表

を作った。 この場でおおよ そ の流れをつかんでもらい、 これから展開してい く 内容の時期的目

安としての役割を持たせた。 ま た、 偽物説の主 な根拠を文字パネ ルで示し、 さらに象徴的に、

「明治時代の多賀城碑」 の写真パネ ルを置いた。

〔パネル〕 「壺碑ー奥州仙台名所尽集 よ り 」 （絵図） 、 明治時代の多賀城碑 （写真） 、 偽物説の主

な根拠 （文字）

濱 料） 多買城碑朱拓

くコ ー ナ ー 1 > 碑をめ ぐる人々

多賀城碑は 、 江戸時代の初め (1650年頃） に発見 さ れ た と 言 わ れている。 そ して発見される

や否や 「つぼのい しぶみ」 と い う 名 で呼ばれた。 これは陸奥国を代表する歌枕の一 つで、 そ の

名前故に 、 碑の名声は

全 国に知れ渡っ た。 そ

れ と 同時に拓本が流布

し、 人 々 は競って手に

入れよ う とした。 ま た、

碑に関する記述も多数

にのぼり 、 当時の関心

の深さがし の．ばれる。

碑にかかわった多 く

の人物の中から、 新井

— _, ● 
... _, __ 

ヽ 也 lil\

白石 、 水戸光図 、 伊達 く コ ー ナ ー 1 > 碑 を め ぐ る人々

綱村、 井原西鶴 、 松尾芭蕉、 喜田貞吉、 大槻文彦を選び、 彼らが碑 と どのよ う にかか わ っ たか

を紹介 し た。

（パネル〕 新井白石 • 水戸光囲 ・ 伊達綱村 • 井原西鶴 • 松尾芭蕉 （ 肖 像画） 、喜田貞吉 ・ 大槻文

彦 （写真）

（資 料〕 佐久間洞巌宛新井白石書簡、 素龍消野本「おくのほそ道」 （複製） 、蕪村箪 「お く のほ そ
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道図巻」（複製） 、 言海（草稿）

ー歌枕の世界一

多賀城碑が発見と同時に全国的に有名になったのは 、 「つぼのい し ぶみ」 の名 で呼ばれたた

めである。 「つぼの い しぶみ」 と い う のは 、 平安時代以来歌 に詠み こ ま れた歌枕で、 み ち の く 、

は るか な も の 、 といった こ とを表 している。 し か し 今 の と こ ろ 多賀城碑が歌枕 「つぼのい し ぶ

み」と同一 の も のであるのか、 さらにはつぼのい し ぶみが果た し て実体のある も の な のかど う

かさえ 、 実は はっきり し てい な いとい う 。 この多賀城碑とつぼのいしぶみとのかかわりについ

ては 、 現在でも結論が出てい な い。 な お、 多賀城市内にはみ ち の く を代表する歌枕が集中して

いるが、 これは江戸時代の整備の結果と言われている。こ の よ う な独特の歌枕の世界について、

ご く か い つ ま んで紹介した。

〔パネル） 仙台藩歌枕分布図、 南部藩歌枕分布図 、 歌枕を よ み こ んだ主な和歌

＜ コ ー ナ ー 2 > 拓本の菩及

碑の名声が高ま るにつれて、 拓本を求める声 も 多 く なった。 しかし、 仙台藩では碑を保護す

る意味から 、 拓本をとることを厳 し く 制限 し た。 そ こ で原拓からおこ し た さ ま ざ ま な 版が作ら

れ 、 碑 そ の も のから取るか わ り に そ れら “碑の複製” から拓本をとるよ う になった。 現在利府

町に残る木版型は 、 塩釜神社の神官の流れを く む家に伝わっており 、 このよ う な碑の拓本作成

に塩釜神社がかかわっていた と い う 根拠の 一端がうかがえる。

〔資 料〕 木版型、 木版からと った拓本

＜ コ ー ナ ー 3 > 碑は真物である

明治時代 に偽物であるとの説が出さ れて以来 、 碑は訪れる人 も な く 忘れ去られた存在であっ

た。 多賀城跡の発掘がは じ ま った当初も 、 碑はほ とんど顧みられることがなかったと い う 。 多

賀城跡の発掘 は ま ず政

庁跡から開始され、 何

期かの変遷が捉 えられ

た。 そ の う ち 、 8 世紀

半ばに創建の建物が大

大的に改修されている

事実が判明 した。 これ

は発掘以前には ま った

く予想で き なか っ た こ

とで、 発掘で初めてわ

かった わ け であるが、 くコ ー ナー 3 ) 碑は真物である



多賀城碑を見ると その

事実が明記されていた

のである。
「天平宝字六

年恵美朝猿修造也」と

い う のがそれである。

これがきっかけと な り 、

それ ま で偽物として遠

ざけられていた碑をも

う 一度見直してみよう

と い う 機運が高 ま った。

そして碑についての研

究史 、 偽物と した根拠、 く コ ーナー 3 ) 碑は真物である

字体、 彫 り 方 な どさ ま ざ ま な 観点からの見直しの結果、 これま で碑を偽物としてきた根拠は否

定され、 奈良時代に作られたものと みて何の矛盾も な いことが判明した。

ま た、 碑面の文字は一定の大きさの ま す目の中に割付けられたのではないかと の予測のもと 、

そのま す目を作るのに用いたであろう 用尺を求めたと ころ、 奈良時代の天平尺ではないかと推

定された。 こ の よ う な 見方から碑の真偽に迫ったものはこれま で な く 、 碑が奈良時代の建立で

あることの強力な裏付け と な ろ う 。

多賀城の I 期 · Il 期の年代決定に際し、 決め手と なった瓦 • 木簡な どの考古資料、 文献資料

を展示し、 発掘の結果得られた多賀城の創 建 ・ 改修年代と碑文にみえる二つの実年代を対照さ

せ 、 碑の信憑性の裏付けとした。

〔パネル〕 8世紀の東ア ジ ア ・ 古代城柵分布図 （地図） 、 多賀城跡全痰 （カラ ー コ ル ト ン） 、 多賀

城第 I 期政庁復元図、 多賀城第1I 期政庁復 元模型（写真） 、 国分寺造営の詔 • 陸奥国産

金関係記事 （文字） 、秋田城復元図、 桃生城跡 （写真） 、 碑文の割付け （模式図）

〔資 料〕 多賀城第I 期軒瓦•平瓦 （ 「二百長」 ヘ ラ 書き） 、 多賀城跡出土木簡( r-丈部大麻呂」・

復製）、 陸奥国分寺軒瓦 、 多賀城第1I 期軒瓦、 黄金山産金遺跡出土軒瓦 • 宝珠片 ・ 丸瓦

（「天平」ヘ ラ 書き）、 桃生城跡出土軒瓦、 郡山遺跡出土定木 木簡 （複製）
一日本三古碑一

日本三古碑とは那須国造碑 （栃木 県） 、 多胡碑（群馬県） 、 多賀城碑をさす 。 い つ頃からこのよ

う に呼びな らわされる よ う に なったかは不明であると い う 。 いずれも 8 世紀の建立で、 那須国

造碑が最も古い。 多賀城碑文中には、 他の二碑の文字をモデルにしたと 考えられるものもある。

現在那須国造碑は国宝に、 多胡碑は特別史跡にそれぞれ指定されている。
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こ こ では三古碑の拓本を展示 し 、 各々の碑文 • 内容 • 特徴な どを比較してもらった。

〔パ ネ ル〕 笠石神社風景 • 那須国造碑 • 多賀城碑周辺 ・ 多胡碑裂屋 ・ 多胡碑 （写真） 、 那須国造

碑 • 多胡碑釈文

（資 料〕 那須国造碑 • 多胡碑 • 多賀城碑拓本

③ ま と め

多賀城碑が奈良時代に作られたものとみて何等矛盾がないとい う 見解 は 、 すでに10年前に出

されていた。 それにも か か わらず歴史賓料と して保留にされていたのは 、 何をもって して偽物

と したのか、 偽物説の根拠は果たして ゆ る ぎないものなのか 、 何が立証されれば真物と して扱

えるのかなど、 これま で碑についての見解がたどってきた複雑な経緯を筋道立てて整理し、 理

解 す る こ とが困難であったからであ ろ う 。 そ れ は 、 碑に関する 論文等が単発的に、 しかも一般

には手に入り に く い類の芍籍に発表されたのが大きな原因とい う 。 し か し、 一昨年 「多賀城碑

ー そ の謎を解 < -J と い う 、 こ れ ま での碑に関す る論文 、 研究な どをま と めた本が刊行され、

碑をめ ぐ る 諸問題が容易に理解でき る よ う になった。 そして、 も はや思い付きで碑の真偽を云

云することを許さない緻密な論証が そ こ には見られ る ので あ る 。 今回の展示は同書によ る と こ

ろ大であった。 展示を通 して少しでも碑のお かれている現状や真価を理解してもらえれば、 目

的の大部分は達成されたと 言ってよい。 ただ今回、 偽物説 と そ れに対す る 反 論を具体的に展示

物に反映させ る こ とができなかった。 これは碑を真物 と す る 上 で 欠 か せ な い要素で あ る が 、

「物」 で示すこ とが難 し く 、 文字パネ ルでの紹介にと ど ま ら ざ るを得なかった。 我々の力不足

であったことを反省する 。 なお、 本展示で初めて文杏資料を展示 し た。 取扱い、 温度 ・ 湿度の

調整な ど気を使 う こ と が 多 かったが、 良い経験になった。 これをふ ま えて、 今後も場合に応じ

て積極的に文苔資料を取 り 入れていきたいと思っている。
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2 .  普 及 活 動

(1 ) 現 地 説 明 会

「 山王 遺跡第 9次調査に ついて」

「山王遺跡第 10次調査に ついて」

(2) 館内におけ る普及活動

期 間 内 容
2. 5. 8 史跡案内

5.22 史跡案内
5.27 歌枕に ついて
6. ·2 史跡案内
6.20 史跡案内
7.24 山王 遺跡現場見学
8. 8 史跡案内
8. 9 山王遺跡現場見学
8.23 児童校外学習 （山王

- 8 .24 遺跡発掘現場）
8.29 山王遺跡現場見学

9.28 史跡案内
10. 16 企画展 「多賀城碑」

紹介
10. 9 史跡案内
10. 16 史跡案内
10.2 1 史跡案内
10.24 史跡案内
1 1.29 史跡案内

3. 1. 18 史跡案内

(3) 講演会などへの協力

期 間 題 目

2. 9 .  2 発掘され た中世のく
ら し

9. 16 中世 の歴史 を訪ね て
12. 8 山王遺跡第 9 · 10次

- 12. 9 調査
3. 2. 9 山王遺跡第 9 · 10次

- 2. 10 調査
3. 17 史跡めぐ り

平成2年10月6日 担当者 石川 ・相沢

平成2年10月20日 担当者 千葉 • 石本

対 象 依 頼 機 関 担 当

東北財務局 市企画財政課 滝 川
退職校長会宮城東支部 市社会教育課 ,, 

平成2年ラジオウォ ー ク 東北放送 ‘ 
小坂町読 書会 小坂町読 書会 ,,. 

自 治研修所研修生 市産業経済課 � 

新採 ・ 転入教職員 市学校教育課 石 本
湯津上村長他 市企画財政課 滝 川
新採 ・ 転入教職員 市学校教育課 石 本
6学年児童 多賀城八幡小学校 ヽ

古代史研究会 国学院大学 滝 口
千 葉

婦人会下馬支部 市秘 書広 報 課 相 原
宮城ホ ッ ト ラ イ ン N H K  滝 川

東北財務局 市企画財政課 ，，， 

吉井町教育委員会 市社会教育課 ,., 

市民ハ イ キ ン グの集い 市社会教育課 q 

多賀城中学校文化部 市秘 書広 報 課 -1-

東北財務局 市企画財政課 � 

仙台教育事 務所管内 市中央公民 館 ，，， 

公民 館長研修会

会 の 名 称 主 催 団 体 担 当

郷土史講座 市中央公民 館 千 葉

郷土史講座 市中央公民 館 .,, 

平成2年度宮城県内発 宮城県教育委員会 相 沢
掘調査成果 発表会 千 葉
第 1 7回 古代城柵官街 遺 古代城柵官街 遺跡検 石 川

跡検討会 討会 千 葉
史跡案内ポ ラ ン テ ィ ア 市社会教育課 滝 川
葵 成講座
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(4) 資料の貸 し 出 し

依 頼 機 関 目 的 貸出期間 資 料 名

岩 手県立博物館 「北の鉄文化」 2 .  9 . 20 柏木 遺跡遺構模型 、 断面剥取り
-1 2 . 10 

多賀城市立図窓館 館内展示 3. 1 .  5 永根貝塚出土浅鉢 • 小型壺 ・ 注 口 土器
-3.20 各 l

名古屋市博物館 「陶器の流れ」 3. 3. 2 灰釉椀 • 皿 （山王遺跡） 、灰釉椀 • 長頚
- 4 .  7 瓶 （市川橋遺跡） 、 灰釉平瓶、 瀬戸花瓶

瀬戸破片 （新田遺跡）

多賀城市立城南小 校内展示 3. 3.15 土師器 4 、 須恵器11 、 赤焼 き 土器 2
学校 ‘ ’ 叫 （市川橋遺跡） 、 写真バ ネ ル 2

圃 事 務 報 告

(1) 平成 2 年度展示室入館者教

月 一 般 高 校 小 • 中 招待券 免 除 視 察 その他 合計 （人） 開館 日 数
4 2 47 2 196 5 ゜ 19 1 20 589 26 

5 245 3 86 3 382 45 49 813 26 
6 581 3 198 3 ゜ 70 113 968 26 
7 388 1 4  34 11 37 103 38 625 26 
8 233 2 57 1 1 4 4 57 19 513 23 
， 20 8 2 60 ゜ 20 2 85 7 564 25 

10 390 1 28 17 61 131 79 70 7 25 
1 1  469 1 38 4 213 1 40 17 882 26 
1 2  120 1 30 4 21 74 10 260 23 
1 1 43 ゜ 36 ゜ 30 15 ゜ 224 22 
2 .  136 3 43 ゜ 28 ， 7 226 23 

3 191 ゜ 86 1 347 21 55 70 1 26 
年 計 3,351 32 89 2 49 1 , 465 769 514 7,0 72 297 

(2) 平成 2 年度予算概要

事 業 名 当初予算額 摘 要

1 埋蔵文化財緊急調査に要する経費 6 ,0 0 0  山王遺跡ほか発掘調査費（ 国庫補助庫業）
2 史跡のま ち発掘調査に要する経費 2 , 888 試掘調査費発掘出土遺物整理費、年報作成費

3 埋文セ ン タ ー普及、 啓蒙に要する経費 5 , 0 1 6  埋文セ ンター運営諸経費、企画展等展示開催費
4 埋蔵文化財出土品の保存処理に要する経費 1 ,0 0 0  発掘出土遺物保存処理費（国庫補助事業）

5 発掘調査受託邪業に要する経費 46 ,318 開発行為に伴う発掘調査費

6 1 , 222 

（単位 ： 千円 ）
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